
 

 

お気に入り一覧表示機能の「入試」表示項目の変更について（案） 

 

１．検討理由 

令和７年度大学入学者選抜実施要項（６文科高第 299 号「令和７年度大学入学者選抜実施要項に

ついて」令和６年６月５日）にて示されたとおり、入試方法が３つの区分 （一般選抜、総合型選抜、

学校推薦型選抜）に改められた。 

大学ポートレート（国公立版）各大学ページの公表項目における当該変更への対応は別途実施予

定であるが、「お気に入り一覧表示機能」の表示項目についても対応の検討が必要となる。 

 

２．現状と対応案 

お気に入り一覧表示機能の「入試」タブにおいては、下図のとおり「総合型（旧区分名：AO）及

び「社会人」が表示されているが、これを入試方法の３区分（「一般」、「総合型」、「学校推薦型」選

抜）及び既存の「社会人」で計４つの表示に変更し、令和７年度中に公表ページへ反映する。 

【現状】 

【対応イメージ】 

資 料 ４ － １ 
大学ポートレート運営会議（第２３回） 

令 和 ７ 年 ９ 月 １ ０ 日 



2 

 

 

３．私学版に係る対応 

追加する入試区分について私立大学・短期大学の情報を一覧に表示するには、国公立版・私学

版両方でのシステム改修が必要であるが、私学版において早急な改修は難しい状況である。 

そのため、一覧表示において私立大学・短期大学の追加箇所には一律で 「＊」を表示し、私学

版の当該大学ページ「入試情報」へのリンクを設定する。 

【注記イメージ】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【リンク先ページ】 

大学ポートレート（私学版）> ○○大学 > ○○学部 ＞「入試・学生情報」ページ 

 

  

データが取得できない場合は＊で表示されます。リンク先のページでご確認ください。 

私立大学・短期大学は一律で「＊」を

表示し、リンクを設定 

注記を追加 

「＊」のリンク先 
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４．「お気に入り機能の項目の方針」の修正 

お気に入り一覧表示機能の表示項目は、大学ポートレート運営会議の第６回（H29.2.27）及び

第７回（H29.9.22）において以下のとおり決定されている。表示項目を対応案のとおり変更する

には、方針の修正が必要となる。 

【具体的な方針】 

・対象とする項目は、大学ポートレートに公表されている項目とする。 

  →項目追加による大学の負担増につながらないようにするため 

 →改修範囲を広げないことで改修費用を抑制するため 

・項目の選定にあたっては以下の基準に基づくこととする。 

   ステークホルダー（学生・保護者、高等学校教員等）が大学を選定する際に参考と 

なりうる項目とする 

安易なランキング化に繋がらないよう配慮する 

直接入力がされている項目とする（リンク項目は一覧画面に表示されない） 

公表項目のうち、いくつかの項目をユーザーが選択して比べられるようにする 

定性的な項目を基本とする 

・学部・研究科（短期大学は学科）レベルでの表示を可能とする。 

  →なお、現行システムでも学部・研究科レベルでお気に入りに入れることが可能 

・長文テキストを記入する項目は対象としないこととする。 

【一覧機能の表示項目】 

●「費用および経済支援」関係 

① 授業料 

② 授業料減免   （略） 

③ 奨学金 

●「入試」関係 

④ 入試…「全体の入学者数、実施している入試方法（AO、社会人）」（大学の入力：任意）、

AO、社会人の実施状況を学部別に表示。 

●「キャンパス」関係 

⑤ 学生寮     （略） 

※ ④入試については入試方法の分類について機構、事業団で共通のものが、一般、AO、社会人の

３種であることから AO、社会人を表示する。 

（大学ポートレート運営会議（第７回）資料３より該当箇所抜粋） 

 

上記の該当箇所について、以下のように修正することとしたい。 

【一覧機能の表示項目】 

●「入試」関係 

④ 入試…「全体の入学者数、実施している入試方法の区分 （一般、総合型、学校推薦型）及

び社会人の選抜について実施状況を学部別に表示。 

※ ④入試については、令和７年度大学入学者選抜実施要項での変更に基づき、入試方法の区分

（一般、総合型、学校推薦型）を表示するとともに、機構、事業団で共通のものとして社会人を

表示する。 

 


